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発表を終えて
ふだ
お札 は日本人の日常生活の中に余 りにも深 く入 り込んでいる
か ら、普段話題にのぼらない。現代の京の街の中心部でも、横
河か盧 山寺の元三大師や醍醐寺の五大力さんという紙のお札が
町家の門口に貼ってあるのが見 られる。日本人はあまりそれに
気付かないが、外国人の 目には気になるものである。故 に、そ
ういうものを研究の対象にしようと思 うのは外国人であるのも
不思議ではない。
故ベルナール ・フランク教授が三十年か四十年も前に集めた
全国のお札の中で、その半数以上を近畿地方の古寺名刹が出し
たものが占める。広範囲に亘ってお札の調査を行うには、洛西
の山裾 に位置する日文研は、まるで蜘蛛の巣の真中に居 るよう
な理想的な場所にある。位置的な面だけではな く、そこに保管
されている見事な資料のコレクション、そ して セ ンターで活
躍 している先生方のご協力 も、全てがこのような研究の推進を
容易にする。
豊富 な資料を集められ、古今のお札 に関する情報を大いに得
るところがあったのは、この国際 日本文化研究センターの皆様
のお陰である。所長の片倉 もとこ先生 と指導役の小松和彦教授
をはじめ、暖かく親切にお付 き合い頂いた白幡、園田、猪木、
早川、稲賀の諸先生方、たいへんお世話 になった研究協力課、
情報課海 外研究交流室、コモ ンルームの職員の皆 さんに、感
謝の意を表 してこの日文研フォーラムの報告を捧げる
/佑
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(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)
「日本語 の 「カゲ(光 ・蔭)』外一 日本文化 の ルー ツを探 る一 」
CAIDunda
12.12.12蔡 敦達
135 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)
「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」
バ ル ト・ガ ー ン ズ
36
13.2.6
(2001)
BartGAENS(日 文研 中核的研究機i関研究員)
「長者の山一近世的経営の日欧比較一」
ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー
13.3.6 PaulS.GRONER
137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)
「仏教の戒律とは何か?」
38
13.4.10LIZhuo李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)
「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」
エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ
39
13.5.8EkkehardMAY
(フラ ンクフル ト大学教授 ・日文研客員教授)
殴 「西洋における俳句の新 しい受容へ」 ノ
r
40
13.6.12
(2001)
襟 徽(日 文研外国人研獺)丶
「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬日と人民大
会堂一」
13.7.10
ヘ ン リ ーD.ス ミ ス
HenryD.SMITH,II
141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)
「忠臣蔵再考一 四十七士の三百年一」
ジ ョ ナ サ ンMオ ー ガ ス テ ィ ン
42
13.9.18JonathanM.AUGUSTINE(日文研外来研 究員)
「聖 人伝、高僧伝 と社会事業一古代 日本、 ヨー ロッパの高
僧 を中心 に一」
ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン
13.10.9AlexanderVOVIN
143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)
「日韓上代言語域:神 と国 と人 と」
GUANWenNa
13.11.13官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 「近親婚』 と中国の 『同姓不婚』との
比較」
チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン
13.12.11ChigusaKIMURA-STEVEN
145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員)
「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」
46
14.1.15
(2002)
SHINChangHo
申 昌浩(日 文研 中核的研究機関研究員)
「親 日仏教 と韓国社会」
マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ
47
14.2.12MassimilianoTOMASI
(ウ ェス タン ワシ ン トン大学準教授 ・日文研 外国 人研 究員)
「近代詩における擬声語について」
JEONGHyeKyeong
鄭 惠卿14.3.12
148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)
「日韓言語文化の比較一語る文化 と語 らぬ文化一」
マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ
14.4.9 MatthewPhilipMcKELWAY
149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)
殴 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノノ
r
⑪
14.5.14
(2002)
琴 攤 一 丶
(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)
「禅心理学的生命観」
51
14.6.11
LUYi
魯 義
(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)
「中日関係 と相互理解」
ア レクシア ボ ロ
14.7.9 AlexiaBORG
152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)
「建物 と権カー 明治初期の東京の建築について」
YEEMilim
⑱ 14.9.10
李 美林
(日文研外国人研究員)
「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」
マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン
14.10.8MarkusRﾜTTERMANN
154 (日文研外国人研究員)
「伝授から伝統へ一中 ・近世日本における 『啓蒙』の一面について」
K-MMoonGil
⑤
14.11.5金 文吉
(韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「神代文字と日本キリス ト教一国学運動と国字改良」
ス ー ザ ンL.バ ー ン ズ
14.12.10SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「問題化された身体一 明治時代における医学 と文化」
デ ビ ッ トL.ハ ウ エ ル
15.1ユ4 DavidL.HOWELL
157
(2003)(米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「天保七年常州那珂湊敵討ち一件顛末」
ZhanXiaomei
15.2.18戦 暁梅
158 (日文研研究機関研究員)
「隠逸山水に秘められた 『近代』一富岡鉄斎を読む一」
リ チ ャ ー ドII.オ カ ダ
15.3.11RichardH.OKADA
159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
又 「『母国語』 とは誰の言葉?:言 語 と国民国家」 ノノ
r
⑳
15.4.8
(2003)
1V7.rJsJL
BillSEWELL丶
(カナダ ・セン トメアリー大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「旧満州における戦前 日本の町づ くり活動」
ParkJeonYull
ユ5.5.20 朴 銓烈
161 (韓国中央大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「神々の使者に扮装する愉しみ一門付け儀礼の演劇性をめぐって一」
RI-IQ:viYongTack
15.6.10林 容澤
162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)
「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」
ボ イ カ エリ ト ツ ィ ゴ バ
15.7.8 BoykaElitTSIGOVA
163 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳をめぐって一」
イ ン ゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ
15.9.9 IngeMariaDANIELS
164 (ロイヤル ・カレッジ ・オブ ・アー ト客員講師 ・日文研外来研究員)
「現代住宅に見 られる日本人と 『モノ』の関わ り方」
麗螂GChe㎎
65
15.10.14王 成
(首都師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「阿部知二が描いた"北 京"」
CII-NHui
66
15.11.11陳 暉
(中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授 ・日文研外国人研究員)
「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響一家族改革をめぐって一」
エ フゲーニーS,バ ク シ ェ エ フ
15.ユ2.9
EvgenyS.BAKSHEEV
167 (国立ロシア文化研究所研究員 ・日文研外国人研究員)
「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地・拝所一その構造と形態を中心として一」
M-NJoosik
16.4.13閔 周植
168
(2004)(韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「風流の東アジアー美を生きる技法一」
コ ン ス タ ン テ ィ ン ノ ミ コ ス ヴ ァ ポ リ ス
69
16.5.11ConstantineNomikosVAPORIS
(米 国 ・メ リー ラ ン ド大学準教授 ・日文研外 国人研 究員)
叉 「参勤交代 と日本の文化」 ノノ
r
70
16.6.8
(2004)
響 聯 丶
(中国 ・東南大学教授 ・日文研外国人研究員)
「近代における日本、中国の文人 ・作家の自殺」
ヴ ィク ター ヴ ィク トロヴ ィッチ リ ビ ン
⑪
16.7ユ3 VictorVictorovichRYBIN
(ロシア ・サンク トペテルブルグ大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」
16.9.14
スコ ッ ト ノ ー ス
ScottNORTH
172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)
「セールスマ ンの死:サ ー ビス残業 ・湾岸戦争 ・過労 死」
16.10.19琶 菩
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)
「シ ャーマニ ズムか ら見 た 〈日本 的な るもの〉」
16.11.9
LEE韆
174 (韓国 高麗大学校 日語 日文学科教授 ・日文研外 国人研究員)
「明治期の外国人留学生 と文明開化」
ア レ ク サ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィー シ ー
16.12.14AlexanderMarshallVESEY
175 (米国 ス トーンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」
ロ イ ア ン ソ ニ ー ス タ ー ズ
17.1.11RoyAnthonySTARRS
176
(2005)(ニュージーランド オタゴ大学シニア・レクチャラー ・日文研外国人研究員)
「国家主義者 としての三島由紀夫一戦後の原点」
マ ッ ツ ア ー ネ カ ー ル ソ ン
?
17.2.8 MatsArneKARLSSON
(ス トックホルム大学助教 授 ・日文研 外国 人研 究員)
「僕はこの暗合を無気味に思ひ_芥 川龍之介 『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」
WUYongmei
17.3.8 呉 咏梅
⑱ (北京日本学研究セ ンター専任講師 ・日文研外国人研究員)
「アジアにおけるメディア文化の交通一中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一1
ノ エ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン
79
17.4.12NoelJohnPINNINGTON
(ア リゾナ大学助 教授 ・日文研外 国人研究員)
叉 「中世能楽論における 『道』の概念一能役者が歩むべ き 『道』丿ノ
r
17.5.10泄 荀欟… 丶
180
(2005)(日文研外国人研究員)
「韓 国現代 史 と日本につい て一1973年 か ら1988年 まで一」
17.6.14
イアン ジェーム ズ マ ク マ レ ン
IanJamesMCMULLEN
181 (オックスフォード大学ペンブロークカレッジ教授 ・日文研外国人研究員)
「徳川時代の孔子祭」
CFiUNGJaeJeong
82
17.7.12鄭 在貞
(ソウル市立大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「韓 日につ きまとう歴史の影とその克服のための試み」
オ ギ ュ ス タ ン ベ ル ク
17.9.20AugustinBERQUE
183 (フランス国立社会科学高等研究院教授 ・日文研外国人研究員)
「日本の住まいにおける風土性と持続性」
17.10.11習s臟
184 (蔚山大学校人文大学日本語 日本学科教授 ・日文研究外来研究員)
「韓国か ら見た日本のお盆」
セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ
17.11.16SergeyLAPTEV
185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)
「考古学 と文字一古代 日本の漢字文化を中心に」
Y㏄NSangIn
17.12.20尹 相仁
186 (漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授 ・日文研外国人研究員)
「〈日流〉の水脈一なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」
ア ン ドリ ュー ガ ー ス ト ル
18.1.10AndrewGERSTLE
187
《2006) (ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外国人研究員)
「女形の身体を描 く一肉体表現 と流光斎 一」
ウ ィ リ ア ム パ ッ ク プ レ ッ カ ー
18.2.21WilliamPuckBRECHER
188 (南カリフォルニア大学助手 ・日文研外来研究員)
「郊外の隠遁への憧れ一江戸時代の郊外における美学的スペースー」
サ ー レ アーデ ル ア ミ ン
18.3.14SALEHAdelAmin
189 (カイロ大学文学部日本語学科専任講師 ・日文研外国人研究員)
又 「「国語』という神話一日本とエジプトにおける言語の近代化をめぐって一Jノ
r
⑨ 18.4.18
(2006)
KIM馨 髏 丶
(全南大学校人文大学副教授 ・日文研外国人研究員)
「玄界灘を渡った鬼のイメージーなぜ韓国のトケビは日本の鬼のイメージで語られるのか一」
CHO工ParkKwang
18.5.16崔 博光
191 (成均館大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「京都と文化表象一18世 紀朝鮮通信使の 目から一」
LIUChunYing
18.6.13劉 春英
192 (東北師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「『満州国』時代 『新京』に於ける日本人作家」
7ilOi/WeiHong
93
18.7.11周 維宏
(北京 日本学研究セ ンター教授 ・日文研外国人研究員)
「近代化による農村の変貌とその捉え方について一中日農村を比較 して一」
ダ リ アiユ バ ン バ リ ー テ
⑭
18.9.19DaliaSVAMBARYTE
(リ トアニア ビ リニ ュス大学講師 ・日文研外 国人研究員)
「オセ アニアの島 々のイ メー ジ形成 をめ ぐって」
エ ド ウ ィ ー ナ パ ー マ ー
9?
18.10.10EdwinaPALMER
(カ ンタベ リー大学教授 ・日文研外 国人研究 員)
「ニュージーランドの学生が学ぶ 「日本」一高等教育の社会科カリキュラムを中心に一」
ヨ セ ブ キ ブ ル ツ
18.11.14JosefA.KYBURZ
196 (フランス国立科学研究センター教授 ・日文研外国人研究員)
ふだ
「お札が語る日本人の神仏信仰」
ロ バ ー ト エ ス キ ル ド セ ン
18.12.13RobertESKILDSEN
197 (日文研外国人研究員)
「異国船物語一江戸後期に描かれた船一」
プ ラ ッ ト ア プ ラ ハ ム ジ ョ ー ジ
98
19.1.16
(2007)
PullattuAbrahamGEORGE
(ジャワハルラル ネルー大学 日本語学科準教授 ・日文研外国人研究員)
「日印関係とインドにおける日本研究一宮沢賢治の菜食主義の思想一」
ステ ィリア ノス パ パ レ ク サ ン ド ロ プ ロ ス
StylianosPAPALEXANDROPOULOS
19.2ユ3
199
殴
(2007)
(アテネ大学神学部 準教授 国際日本文化研究センター 外国人研究員)
「日本仏教論一その思想史輾 開をめ ぐって一」 ノ
200
19.3.13
(2007)
し　 しま　 　　
陸 留弟
(華東師範大学外国語学院日本語学部教授 ・日文研外国人研究員)
「楽 しみの茶 と嗜みの茶一中国か ら見た茶の湯文化一」
○は報告書既刊
なお、報告書の全文をホームページで見ることが出来ます。
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■ 日時
2006年11月14日(火)
午後2時 ～4時
■ 会場
キャンパ スプラザ京都

